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1. 2026年6月期の連結業績（2025年7月1日～2026年6月30日）

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年6月期 12,877 △11.2 567 28.8 436 32.7 818 324.7

2025年6月期 14,502 12.1 440 200.2 329 ― 192 ―

（注）包括利益 2026年6月期　　859百万円 （383.6％） 2025年6月期　　177百万円 （―％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後

1株当たり当期純利益
自己資本

当期純利益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2026年6月期 57.05 ― 14.6 4.2 4.4

2025年6月期 13.43 ― 3.7 3.1 3.0

（参考） 持分法投資損益 2026年6月期 ―百万円 2025年6月期 ―百万円

（注）潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年6月期 10,407 6,010 57.7 419.05

2025年6月期 10,507 5,208 49.5 363.14

（参考） 自己資本 2026年6月期 6,010百万円 2025年6月期 5,208百万円

(3) 連結キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2026年6月期 2,692 111 △1,624 3,120

2025年6月期 497 △1,324 53 1,888

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産
配当率
（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2025年6月期 ― 0.00 ― 4.00 4.00 57 29.7 1.1

2026年6月期 ― 0.00 ― 11.50 11.50 164 20.2 2.9

2027年6月期(予想) ― 0.00 ― 11.50 11.50 23.2

3. 2027年 6月期の連結業績予想（2026年 7月 1日～2027年 6月30日）
（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 14,100 9.5 960 69.2 840 92.2 710 △13.2 49.50



※ 注記事項

(1) 期中における連結範囲の重要な変更　：　有

新規 ― 社 （社名） 、 除外 1 社 （社名） 株式会社ジャパンギャルズSC

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　無

②①以外の会計方針の変更 　：　無

③会計上の見積りの変更 　：　無

④修正再表示 　：　無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年6月期 14,717,350 株 2025年6月期 14,717,350 株

② 期末自己株式数 2026年6月期 374,750 株 2025年6月期 374,735 株

③ 期中平均株式数 2026年6月期 14,342,614 株 2025年6月期 14,342,615 株

（参考）個別業績の概要

2026年6月期の個別業績（2025年7月1日～2026年6月30日）

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年6月期 10,222 △9.5 517 49.5 340 45.2 834 362.3

2025年6月期 11,297 7.7 346 326.4 234 ― 180 ―

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後

1株当たり当期純利益
円 銭 円 銭

2026年6月期 58.16 ―

2025年6月期 12.57 ―

（注）潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

(2) 個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年6月期 9,811 6,000 61.2 418.38

2025年6月期 9,903 5,223 52.7 364.19

（参考） 自己資本 2026年6月期 6,000百万円 2025年6月期 5,223百万円

※決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

（決算補足説明資料及び決算説明会内容の入手方法）

　決算補足説明資料については、2026年８月14日に当社ホームページに掲載する予定です。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度（自2025年７月１日 至2026年６月30日）におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善やインバウン

ド需要の拡大を背景に、緩やかな回復基調で推移いたしました。一方で、円安の進行や物価上昇の継続に加え、地政学

的リスクの高まりなどにより、先行きは依然として不透明な状況にあります。

このような状況のなか、当社グループは当期において、売上規模の追求からブランド力の強化及び収益性の改善を重

視する経営体質への転換を推し進めました。

売上面においては、高粗利商品への集中や販路の最適化を戦略的に進めた結果、売上高は前期比88.8％となったもの

の、カタログギフトの展開が奏功し、ギフト需要を的確に取り込んだ結果、「ＢＲＵＮＯカタログギフト」は前期比125

％と力強い成長を遂げました。また、ライフスタイル商品ブランド『ＢＲＵＮＯ』においては、主力のホットプレート

が市場浸透により拡大局面から定着局面へ移行したものの、ブランド力と収益性を重視する販売戦略に注力し、エアフ

ライヤーやオートクックポット等の新規キッチン家電や、カタログギフトの高価格帯商品及び法人向け販売が継続して

好調に推移しました。トラベル商品ブランド『ＭＩＬＥＳＴＯ』においては、インバウンドを含む旅行需要の取り込み

に課題が残ったものの、グッドデザイン賞を受賞した「Ｈüｔｔｅ」「ＬＩＫＩＤ」など、デザイン性と機能性を兼ね備

えた製品群がブランド価値の向上に寄与しました。

利益面におきましては、仕入および在庫のコントロール、原価率改善施策を継続的に実施したことにより、粗利率は

大きく改善しました。また、物流関連費用をはじめとする販売費及び一般管理費の最適化に継続的に取り組み、収益性

の改善が進みました。加えて、減資を行ったことによる税務コストの最適化および収益性の改善を背景とした将来利益

の見通しの見直し等に伴う繰延税金資産の追加計上により、親会社株主に帰属する当期純利益は過去最高となりまし

た。

これらの結果として、当グループの売上高は12,877百万円（前連結会計年度は14,502百万円）となりました。

利益につきましては、営業利益567百万円（前連結会計年度は440百万円）、経常利益436百万円（前連結会計年度は

329百万円）、親会社株主に帰属する当期純利益818百万円（前連結会計年度は192百万円）となりました。

セグメントの業績は以下のとおりであります。

住関連ライフスタイル商品製造卸売事業は、国内卸販売において販路の最適化を戦略的に進めたこと、及び中国にお

ける販売代理店との取引形態について、一部をデザイン事業に含まれるライセンス取引としたこと等の影響により、全

体としては前年同期を下回る結果となりましたが、エアフライヤー、オートクックポット及びポータブルファン等が好

調に推移いたしました。これらの結果、住関連ライフスタイル商品製造卸売事業の売上高は5,874百万円（前連結会計年

度は7,042百万円）、営業利益は618百万円（前連結会計年度は613百万円）となりました。

住関連ライフスタイル商品小売事業は、直営店舗ではインバウンド及び旅行需要を取り込みきれなかったことにより

前年同期を下回る結果となりましたが、店舗及びＥＣ販売において、エアフライヤー、オートクックポット、カタログ

ギフトが大きく売上を伸ばしました。これらの結果、住関連ライフスタイル商品小売事業の売上高は6,848百万円（前連

結会計年度は7,405百万円）、営業利益は1,226百万円（前連結会計年度は1,182百万円）となりました。

デザイン事業においては、前述のとおり中国における販売代理店との取引形態について、デザイン事業に含まれるラ

イセンス取引としたこと等の影響により、売上高は154百万円（前連結会計年度は54百万円）、営業利益は154百万円

（前連結会計年度は54百万円）となりました。
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（２）当期の財政状態の概況

当連結会計年度末における総資産の残高は、10,407百万円（前連結会計年度末は10,507百万円）となり、99百万円減

少いたしました。

流動資産は、8,080百万円（前連結会計年度末は8,625百万円）となり、545百万円減少しました。その主な内訳は、現

金及び預金の増加（1,231百万円）や1年以内回収予定の長期貸付金の増加（700百万円）等があったものの、短期貸付金

の減少（1,170百万円）や商品及び製品の減少（1,048百万円）、売掛金の減少（223百万円）等があったことによるもの

であります。

固定資産は、2,327百万円（前連結会計年度末は1,881百万円）となり、445百万円増加しました。これは有形固定資産

の減少（44百万円）や無形固定資産の減少（100百万円）があったものの、投資その他の資産増加（590百万円）があっ

たことによるものであります。

流動負債は、2,264百万円（前連結会計年度末は2,880百万円）となり、616百万円減少しました。これは、支払手形及

び買掛金の増加（394百万円）や契約負債の増加（147百万円）等があったものの、短期借入金の減少（1,170百万円）や

1年以内返済予定の長期借入金の減少（40百万円）等があったことによるものであります。

固定負債は、2,133百万円（前連結会計年度末は2,418百万円）となり、285百万円減少しました。これは、長期借入金

の減少（170百万円）や長期未払金の減少（100百万円）等があったことによるものであります。

純資産は、6,010百万円（前連結会計年度末は5,208百万円）となり、801百万円増加しました。これは利益剰余金の増

加（760百万円）等があったことによるものであります。なお。2026年６月26日開催の臨時株主総会の決議に基づき、

2026年６月30日付で減資の効力が発生し、当連結会計年度において資本金1,409百万円を取り崩し、その同額をその他資

本剰余金に振り替えております。



ＢＲＵＮＯ株式会社(3140) 2026年６月期 決算短信

4

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べ1,231百万円増加

し、3,120百万円となりました。

各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果増加した資金は2,692百万円（前連結会計年度は497百万円の収入）となりました。これは主に法人税

等の支払額（164百万円）や訴訟関連費用の支払額（35百万円）等があったものの、税金等調整前当期純利益（539百万

円）や売上債権の減少額（280百万円）、棚卸資産の減少額（1,059百万円）や仕入債務の増加額（387百万円）、和解金

の受取額（201百万円）等による資金の増加があったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果増加した資金は、111百万円（前連結会計年度は1,324百万円の支出）となりました。これは主に短期

貸付金の純増加（300百万円）や有形固定資産の取得による支出（47百万円）等があったものの、長期貸付金の回収によ

る収入（575百万円）等による資金の増加があったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、1,624百万円（前連結会計年度は53百万円の収入）となりました。これは、短期借入

金の純減少（1,170百万円）や長期借入金の返済による支出（210百万円）等による資金の支出があったことによるもの

であります。

（参考）キャッシュ・フロー関連指標

2025年６月期 2026年６月期

自己資本比率（％） 49.5 57.7

時価ベースの自己資本比率（％） 135.9 140.3

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率（年）

4.0 0.2

インタレスト・カバレッジ・
レシオ（倍）

20.3 176.4

・自己資本比率：自己資本/総資産

・時価ベースの自己資本比率：株式時価総額/総資産

・キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債/キャッシュ・フロー

・インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー/利払

（注）１. 株式時価総額は、自己株式を除く発行済株式総数をベースに計算しております。

２. キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用して

おります。

３. 有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象として

おります。また、利払については、連結損益計算書の支払利息を使用しております。
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（４）今後の見通し

当社グループは、2026年６月期に推進した収益性重視の事業運営方針を継続するとともに、売上成長と収益成長の両

立を目指し、ブランド価値の向上及び収益基盤の強化に取り組んでまいります。2027年６月期の連結業績につきまして

は、売上高14,100百万円、営業利益960百万円、経常利益840百万円、親会社株主に帰属する当期純利益710百万円を見込

んでおります。

売上面では、ライフスタイル商品ブランド『ＢＲＵＮＯ』において、当社の強みであるデザイン性と機能性を兼ね備

えた商品開発を継続するとともに、キッチン家電やインテリア雑貨を中心とした商品ラインアップの充実を図ってまい

ります。また、「ＢＲＵＮＯカタログギフト」につきましては、ギフト需要の拡大を背景として取扱商品の充実や販路

拡大を進め、更なる成長を目指してまいります。さらに、トラベル商品ブランド『ＭＩＬＥＳＴＯ』においては、旅行

需要を取り込みながら、新商品の投入やブランド認知向上施策を推進することで販売拡大を図ってまいります。

販路戦略では、収益性の高いＥＣチャネルを中心に販売を強化し、自社ＥＣサイトのＵＩ／ＵＸ改善や顧客データ活

用によるリピート購入促進に取り組んでまいります。また、卸売チャネルでは主要取引先との取組強化を進めるととも

に、店舗チャネルにおいてはイベントや催事を活用した顧客接点の拡大を図ります。海外市場については、中国、台湾、

香港及び東南アジアを中心に販売拡大を進め、収益源の多様化を推進してまいります。

利益面では、引き続き在庫管理の高度化による運転資本の改善、商品在庫の適正化、物流費をはじめとした固定費の

最適化を進めるとともに、生成ＡＩ等のデジタル技術活用による業務効率化を推進し、収益性の向上に引き続き取り組

んでまいります。2026年６月期において成果が表れた収益構造改革をさらに進展させることで、売上成長と利益成長の

両立を目指してまいります。

以上の施策を着実に実行し、当社グループの強みである商品企画力、デザイン力及び販売網を活かしながら、持続的

な成長と企業価値の向上を実現してまいります。
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２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、日本基準で連結財務諸表を作

成する方針であります。

なお、国際会計基準の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針であります。



ＢＲＵＮＯ株式会社(3140) 2026年６月期 決算短信

7

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年６月30日)

当連結会計年度
(2026年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,898 3,130

受取手形 76 38

売掛金 1,314 1,091

商品及び製品 2,739 1,690

原材料及び貯蔵品 271 268

短期貸付金 1,970 800

１年内回収予定の長期貸付金 ― 700

その他 380 387

貸倒引当金 △25 △26

流動資産合計 8,625 8,080

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 50 56

土地 51 51

その他（純額） 90 40

有形固定資産合計 192 148

無形固定資産

のれん 1,304 1,197

その他 50 56

無形固定資産合計 1,355 1,254

投資その他の資産

長期貸付金 ― 195

繰延税金資産 205 596

その他 144 149

貸倒引当金 △15 △15

投資その他の資産合計 334 924

固定資産合計 1,881 2,327

資産合計 10,507 10,407
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年６月30日)

当連結会計年度
(2026年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 503 898

短期借入金 1,341 171

１年内返済予定の長期借入金 210 170

未払法人税等 37 47

契約負債 211 358

その他の引当金 54 59

その他 520 559

流動負債合計 2,880 2,264

固定負債

長期借入金 466 296

長期未払金 1,925 1,825

その他 27 12

固定負債合計 2,418 2,133

負債合計 5,299 4,397

純資産の部

株主資本

資本金 1,509 100

資本剰余金 1,818 3,228

利益剰余金 1,974 2,734

自己株式 △82 △82

株主資本合計 5,220 5,980

その他の包括利益累計額

繰延ヘッジ損益 0 0

その他有価証券評価差額金 0 0

為替換算調整勘定 △12 27

その他の包括利益累計額合計 △11 29

純資産合計 5,208 6,010

負債純資産合計 10,507 10,407
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2024年７月１日
至 2025年６月30日)

当連結会計年度
(自 2025年７月１日
至 2026年６月30日)

売上高 14,502 12,877

売上原価 8,330 7,052

売上総利益 6,172 5,824

販売費及び一般管理費 5,731 5,257

営業利益 440 567

営業外収益

受取利息及び配当金 31 93

為替差益 15 ―

業務受託収入 30 ―

助成金収入 ― 27

その他 5 4

営業外収益合計 82 125

営業外費用

支払利息 24 15

為替差損 ― 3

株主関連費用 135 183

その他 33 53

営業外費用合計 193 255

経常利益 329 436

特別利益

リコール損失引当金戻入額 1 ―

受取和解金 ― 201

特別利益合計 1 201

特別損失

固定資産除却損 0 0

減損損失 ― 1

訴訟関連費用 ― 35

棚卸資産評価損 ― 60

その他 ― 0

特別損失合計 0 98

税金等調整前当期純利益 330 539

法人税、住民税及び事業税 147 119

法人税等調整額 △9 △398

法人税等合計 137 △278

当期純利益 192 818

親会社株主に帰属する当期純利益 192 818
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2024年７月１日
至 2025年６月30日)

当連結会計年度
(自 2025年７月１日
至 2026年６月30日)

当期純利益 192 818

その他の包括利益

繰延ヘッジ損益 0 0

その他有価証券評価差額金 0 0

為替換算調整勘定 △16 40

その他の包括利益合計 △14 41

包括利益 177 859

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 177 859
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 2024年７月１日 至 2025年６月30日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,509 1,818 1,838 △82 5,084

当期変動額

剰余金の配当 △57 △57

親会社株主に帰属す

る当期純利益
192 192

自己株式の取得 ― ―

資本金から剰余金へ

の振替
―

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 － ― 135 ― 135

当期末残高 1,509 1,818 1,974 △82 5,220

その他の包括利益累計額

純資産合計
繰延ヘッジ損益

その他

有価証券

評価差額金

為替換算調整勘定

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 ― 0 3 3 5,088

当期変動額

剰余金の配当 △57

親会社株主に帰属す

る当期純利益
192

自己株式の取得 ―

資本金から剰余金へ

の振替
―

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

0 0 △16 △14 △14

当期変動額合計 0 0 △16 △14 120

当期末残高 0 0 △12 △11 5,208
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当連結会計年度(自 2025年７月１日 至 2026年６月30日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,509 1,818 1,974 △82 5,220

当期変動額

剰余金の配当 △57 △57

親会社株主に帰属す

る当期純利益
818 818

自己株式の取得 △0 △0

資本金から剰余金へ

の振替
△1,409 1,409 ―

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 △1,409 1,409 760 △0 760

当期末残高 100 3,228 2,734 △82 5,980

その他の包括利益累計額

純資産合計
繰延ヘッジ損益

その他

有価証券

評価差額金

為替換算調整勘定

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 0 0 △12 △11 5,208

当期変動額

剰余金の配当 △57

親会社株主に帰属す

る当期純利益
818

自己株式の取得 △0

資本金から剰余金へ

の振替
―

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

0 0 40 41 41

当期変動額合計 0 0 40 41 801

当期末残高 0 0 27 29 6,010
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2024年７月１日
至 2025年６月30日)

当連結会計年度
(自 2025年７月１日
至 2026年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 330 539

減価償却費 144 104

減損損失 ― 1

のれん償却額 119 123

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1 1

受取利息及び受取配当金 △31 △93

支払利息 24 15

株主関連費用 135 183

受取和解金 ― △201

訴訟関連費用 ― 35

売上債権の増減額（△は増加） 102 280

棚卸資産の増減額（△は増加） △2 1,059

仕入債務の増減額（△は減少） △135 387

その他 △69 172

小計 620 2,610

利息及び配当金の受取額 29 95

利息の支払額 △25 △15

法人税等の支払額 △126 △164

和解金の受取額 ― 201

訴訟関連費用の支払額 ― △35

営業活動によるキャッシュ・フロー 497 2,692

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △117 △47

無形固定資産の取得による支出 △10 △19

短期貸付金の純増減額（△は増加） △1,200 △300

長期貸付金の回収による収入 ― 575

その他 3 △97

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,324 111

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 515 △1,170

長期借入れによる収入 50 ―

長期借入金の返済による支出 △315 △210

配当金の支払額 △57 △57

その他 △138 △185

財務活動によるキャッシュ・フロー 53 △1,624

現金及び現金同等物に係る換算差額 △18 51

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △792 1,231

現金及び現金同等物の期首残高 2,680 1,888

現金及び現金同等物の期末残高 1,888 3,120
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

(セグメント情報)

１ 報告セグメントの概要

(1) 報告セグメントの決定方法

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。

当社グループは、主に住関連ライフスタイル商品をインテリアショップ等の専門店及びセールスプロモーション

を行う法人等への製造卸売部門、直営店及びＥコマースによる小売部門の販売チャネルごとに包括的な戦略を立案

し、事業活動を展開しております。また、当社のデザイン性の評価の高さから、空間デザインのプロデュースなど

のデザインに関する事業活動も行っております。

(2) 各報告セグメントに属する製品及びサービスの種類

住関連ライフスタイル商品は、時計や家電などデザイン性の高いインテリア雑貨やオーガニック化粧品等であり

ます。

デザイン事業は、商品関連、住空間関連等のコンセプト・デザインの企画・作成をしております。

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表を作成するために適用した会計処理と概ね同

一であります。報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。
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３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報及び収益の分解情報

前連結会計年度（自 2024年７月１日 至 2025年６月30日）

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
（注１）

連結財務諸表
計上額
（注２）

住関連ライフ
スタイル商品
製造卸売事業

住関連ライフ
スタイル商品
小売事業

デザイン事業 計

売上高

国内販売 5,465 ― ― 5,465 ― 5,465

海外販売 1,577 ― ― 1,577 ― 1,577

店舗 ― 2,476 ― 2,476 ― 2,476

ＥＣ・通販 ― 4,929 ― 4,929 ― 4,929

その他 ― ― 54 54 ― 54

顧客との契約から生
じる収益

7,042 7,405 54 14,502 ― 14,502

外部顧客への売上高 7,042 7,405 54 14,502 ― 14,502

セグメント間の内部
売上高または振替高

― ― ― ― ― ―

計 7,042 7,405 54 14,502 ― 14,502

セグメント利益 613 1,182 54 1,850 △1,409 440

セグメント資産 4,575 1,708 ― 6,283 4,224 10,507

その他の項目

減価償却費 61 66 ― 127 16 144

のれんの償却額 119 ― ― 119 ― 119

有形固定資産及び無
形固定資産の増加額

60 55 ― 115 9 124

(注) １ セグメント利益の調整額△1,409百万円は、各報告セグメントに配分していない当社の管理部門に係る費用

であり、セグメント資産の調整額4,224百万円は、各報告セグメントに配分していない全社資産でありま

す。

２ セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。
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当連結会計年度（自 2025年７月１日 至 2026年６月30日）

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
（注１）

連結財務諸表
計上額
（注２）

住関連ライフ
スタイル商品
製造卸売事業

住関連ライフ
スタイル商品
小売事業

デザイン事業 計

売上高

国内販売 4,738 ― ― 4,738 ― 4,738

海外販売 1,135 ― ― 1,135 ― 1,135

店舗 ― 2,223 ― 2,223 ― 2,223

ＥＣ・通販 ― 4,625 ― 4,625 ― 4,625

その他 ― ― 154 154 ― 154

顧客との契約から生
じる収益

5,874 6,848 154 12,877 ― 12,877

外部顧客への売上高 5,874 6,848 154 12,877 ― 12,877

セグメント間の内部
売上高または振替高

― ― ― ― ― ―

計 5,874 6,848 154 12,877 ― 12,877

セグメント利益 618 1,226 154 1,999 △1,431 567

セグメント資産 3,701 1,221 ― 4,922 5,485 10,407

その他の項目

減価償却費 36 45 ― 81 22 104

減損損失 ― 1 ― 1 ― 1

のれんの償却額 123 ― ― 123 ― 123

有形固定資産及び無
形固定資産の増加額

11 13 ― 24 43 68

(注) １ セグメント利益の調整額△1,431百万円は、各報告セグメントに配分していない当社の管理部門に係る費用

であり、セグメント資産の調整額5,485百万円は、各報告セグメントに配分していない全社資産でありま

す。

２ セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2024年７月１日
至 2025年６月30日)

当連結会計年度
(自 2025年７月１日
至 2026年６月30日)

１株当たり純資産額 363.14円 419.05円

１株当たり当期純利益 13.43円 57.05円

(注) １.潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２.１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度
(自 2024年７月１日
至 2025年６月30日)

当連結会計年度
(自 2025年７月１日
至 2026年６月30日)

１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益(百万円) 192 818

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益
(百万円)

192 818

普通株式の期中平均株式数(株) 14,342,615 14,342,614

３．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度末
(2025年６月30日)

当連結会計年度末
(2026年６月30日)

純資産の部の合計額(百万円) 5,208 6,010

純資産の部の合計額から控除する金額(百万円) ― ―

普通株式に係る期末の純資産額(百万円) 5,208 6,010

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通株式
の数(株)

14,342,615 14,342,600
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(重要な後発事象)

該当事項はありません。


